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ｊ小学校(体育科) 

課題解決に向け，思考，判断，表現する力を育む体育科指導の一試み 

－器械運動における，自他の課題を捉えた学び合いの工夫を通して－ 

仙台市教育センター 

長期研修員  熊谷 敏哉(岩切小)

抄録 本研究は，第５学年の器械運動において，課題解決に向け，思考，判断，表現する力を育むため

の指導の在り方を探ったものである。児童が自他の課題を捉えて学び合うために，見取る視点を明確に

させながら運動を見合わせ，見付けた技のポイントやこつ，捉えた課題を学び合いボードに言語化させ

た。また，言語化したポイントやこつの中から，自分の課題解決に必要なものを探らせた。その結果，

課題を解決するために，考えたり，選択したり，伝えたりする力の高まりが見られるようになった。 

 

＜キーワード＞ □課題解決  □思考，判断，表現する力  □自他の課題を捉える  □学び合い 

 

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説体育

編では，「自らの学習活動を振り返りつつ，課題を

修正したり，新たに設定したりして，仲間と共に

思考を深め，よりよく課題を解決し，次の学びに

つなげることができるようにすること」¹や，「児

童が他者（書物等を含む）との対話を通して，自

己の思考を広げたり深めたりするなどの対話的

な学びを促すこと」²が示されている。 

 これまでの実践では，「後頭部を着ける」のよう

な技のポイント(以下，ポイントと表記)や，「後頭

部を着けるためにへそを見る」のようなポイント

を押さえるためのこつ(以下，こつと表記) に気

付くために，学び合うことを促してきた。しかし，

助言を生かすことができない児童や，どんな助言

が必要かを判断できない児童，ポイントやこつを

見いだせない児童が多くいた。その原因は，自他

の課題を捉えさせる手立て，ポイントやこつに気

付かせる手立てが不十分であったためと考える。 

 そこで本研究では，見取る視点を明確にし，自

他の課題を捉えさせること，ポイントやこつを言

語化させること，課題解決に必要なポイントやこ

つを探らせることを通して，考えたり，選択した

り，伝えたりする力を高めていきたいと考える。 

以上のような自他の課題を捉えた学び合いの

工夫をすることで，児童の課題解決に向けて思考，

判断，表現する力を育んでいきたいと考え，本主

題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「課題解決に向け，思考，判断，表現す 

る力」とは 

課題に応じて，運動の行い方や練習の仕方を考

えたり，選択したり，伝えたりする力と捉える。 

(２) 「自他の課題を捉える」とは 

 自分や仲間の問題点や，問題点から見いだした

目標の姿を共有していくことと捉える。 

(３) 「学び合い」とは 

 課題解決のために，仲間とポイントやこつを探

り，気付いたことを伝え合ったり，学びを深めた

りすることと捉える。本研究では，表１①から④

を学び合いの時間と捉える。 

表１ 学び合いの時間の流れ 

時間 内容(思考の流れ) 

①チャ

レンジ 

タイム 

練習 課題を捉え，ポイントやこつを見付ける。(考える) 

振り 

返り 

課題解決に必要なポイントやこつを考えたり，練

習場所を選んだりする。(学びを深める) 

②修業 

タイム 
練習 

課題がある児童 技を習得した児童 

課題解決のために，選

んだ場で練習する。 

発展技や更なる発展技

に取り組む。 

③達人 

タイム 
練習 

技の精度を高めたり，発展技や更なる発展技

に挑戦したりする。(更に学びを深める) 

④ゴール 

タイム 

振り 

返り 

全体を振り返り，学んだことをまとめたり，

感じたことを記したりする。(まとめる) 

 (深めた学びを基に考える) 
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Ⅱ 研究のねらい 

自他の課題を捉えた学び合いの工夫を通して，

児童の思考，判断，表現する力を育てる体育科授

業の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞自他の課題を捉えた学び合いの工夫 

(１) 見取る視点を細分化し，明確にする学習活  

動(手立てＡ)  

仲間の動きを見取る際に，リングを用いて見取

る視点を細分化し，明確にさせる。 

(２) 気付きを言語化する学び合いボードの 

活用(手立てＢ) 

運動の連続図に，ポイントやこつ，課題などの

気付き(以下，気付きと表記)を書かせることで言

語化し，共有させる。 

(３) 気付きを焦点化し，学びを深める学習 

カードの活用(手立てＣ) 

自分の課題解決に必要なポイントやこつ，適切

な練習場所を学び合いボードから焦点化し，学び

を深めさせる。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表２のとおり実施した。 

表２ 実態調査計画 

ねらい 
児童の学び合いに関する意識及び器械運

動の技能習得や学び合いに関する実態を

把握し，授業実践や検証に生かす。 

対象 
仙台市立岩切小学校  

第５学年２組 37 名 ４組 37名 ５組 37名 

方法 
①Google Forms による意識調査 

②実態把握のための先行授業 

内容 

①児童の体育の意欲や学び合いに関する

意識調査 

②器械運動の技能習得や学び合いの様子

を見取る実態調査 

調査日 
①令和４年７月 15日 

②令和４年７月 14日，15日(マット運動) 

 令和４年８月 26日(跳び箱運動) 

(２) 結果 

 課題の把握，解決に向けた思考，練習場所の判

断の実態を知る調査を行った(図１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 意識調査の結果(一部抜粋) 

(３) 考察 

 図１の②と③から，課題に対する意識が高いこ

とが分かる。また，①と④から，およそ８割が考

えを出し合い，アドバイスや励ましを行っている

と感じていることが分かる。一方，考えを出し合

っていると感じているにもかかわらず，練習場所

を選ぶ項目⑤と⑥の値は他項目より少し下がっ

ている。先行授業の見取りでは，開脚前転やかか

え込み跳びなどの技能習得率が低いことが分か

った。また，「頑張って」「惜しい」などの励まし

の声は聞こえてきたが，技の習得や課題解決につ

ながる具体的な助言をし合う姿はなかった。 

課題解決に適した練習場所を選ぶ児童が７割

を下回っていることや，課題解決のための具体的

な助言が行われていないことの原因として，課題

を捉え切れていないことや，ポイントやこつに気

付くことができていないことが考えられる。 

 以上のことから，自他の課題を捉えさせること，

ポイントやこつに気付かせることが必要である

と考えた。 

２ 実践の概要 

(１) 実践１ 

実践１を表３のとおり実施した。 

①仲間と考えを出し合い，

運動に取り組んでいる 

②自分の課題を意識して 

運動に取り組んでいる 

③仲間の課題を意識して 

運動に取り組んでいる 

④仲間のためにアドバイス

したり，励ましたりして

いる 

⑤自分ができるようになる

ために，練習する場を選

んでいる 

⑥仲間ができるようになる

ために，練習する場を選

んでいる 
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8 15 51 36 
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43 29 14 24 
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表３ 実践１指導計画 

対象 仙台市立岩切小学校 

第５学年 ２組 37名 ４組 37名 ５組 37 名 

実施期間 令和４年８月 30日～10月６日 

単元名 マット運動（器械運動） 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 場の安全に気を付ける 

ことができる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

○チャレンジタイム(練習) 

・開脚前転に取り組む 

○チャレンジタイム

(振り返り) 

○用具片付け 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

２ 学び合いで大切なこと 

を意識し，仲間と助け 

合うことができる。 

○用具準備，準備運動 

○修業タイム 

・開脚前転や跳び前転

に取り組む 

○達人タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ａ 

Ｃ 

３ マット運動の行い方につ 

いて理解し，言ったり， 

書いたりできるととも 

に，自己の能力に適した 

課題を見付け，その課題 

の解決の仕方を考えた 

り，課題に応じた練習の 

場所を選んだりできる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

○チャレンジタイム(練習) 

・開脚後転に取り組む 

○チャレンジタイム

(振り返り) 

○用具片付け 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

４ 基本技である開脚後転を 

安定して行うことができ 

るとともに，責任を持っ 

て準備，片付けをできる。 

○用具準備，準備運動 

○修業タイム 

・開脚後転や伸膝後転

に取り組む 

○達人タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ａ 

Ｃ 

５ 課題の解決のために自 

己や仲間の考えたこと 

を相手に伝えることが 

できるとともに，マッ 

ト運動に進んで取り組 

むことができる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

○チャレンジタイム(練習) 

・側方倒立回転に取り組む 

○チャレンジタイム

(振り返り) 

○用具片付け 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

６ 学習した技を繰り返し 

たり，組み合わせたり 

できるとともに，仲間 

の考えや取組を認める 

ことができる。 

○用具準備，準備運動 

○修業タイム 

・側方倒立回転やロン

ダートに取り組む 

○達人タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ａ 

Ｃ 

(２) 実践２ 

実践２を表４のとおり実施した。 

表４ 実践２指導計画 

対象 仙台市立岩切小学校 

第５学年 ２組 37名 ４組 37名 ５組 37名 

実施期間 令和４年 11月８日～12月 21日 

単元名 跳び箱運動（器械運動） 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 場の安全に気を付ける

ことができる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

Ａ 

Ｃ 

○チャレンジタイム(練習) 

・開脚跳びに取り組む 

○修業タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

２ 自己の能力に適した課 

題を見付け，その課題 

の解決の仕方を考えた 

り，課題に応じた練習 

の場所を選んだりする 

ことができるとともに 

器械・器具の準備や片 

付けなどで，分担され 

た役割を果たすことが 

できる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

○チャレンジタイム(練習) 

・かかえ込み跳びに取り

組む 

○チャレンジタイム 

(振り返り) 

○用具片付け 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

３ 学び合いで大切なこと 

を意識し，仲間と助け 

合うことができる。 

○用具準備，準備運動 

○修業タイム 

・かかえ込み跳びの横や

縦に取り組む 

○達人タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ｃ 

４ 跳び箱運動の行い方を 

理解し，行い方を言っ 

たり書いたりできると 

ともに，仲間の考えや 

取組を認めることがで 

きる。 

○用具準備，準備運動 

○オリエンテーション 

○チャレンジタイム(練習) 

・台上前転に取り組む 

○チャレンジタイム 

(振り返り) 

○用具片付け 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

５ 課題の解決のために自 

己や仲間の考えたこと 

を相手に伝えることが 

できる。 

○用具準備，準備運動 

○修業タイム 

・台上前転や首はね跳び

に取り組む 

○達人タイム 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ｃ 

６ 基本技である台上前転 

が安定してできるとと 

もに，跳び箱運動に進 

んで取り組むことがで 

きる。 

○用具準備，準備運動 

○達人タイム 

・台上前転や首はね跳び

を撮影する 

○ゴールタイム 

○用具片付け 

Ｃ 

３ 実践の内容と結果及び考察 

(１) 見取る視点を細分化し，明確にする学習活   

動(手立てＡ)  

① 内容  

チャレンジタイム(練習)や修業タイムで，リン

グの色と，動きを見取る視点を対応させ，視点を

細分化させた。「赤い色のリングに立っている人

は手の着き方を見る」というように，自分の見取

る視点を明確にさせた上で仲間の動きを見合わ

せ，動きを捉えやすくさせた。リングは，見取り

やすい場所と安全を考えさせ，マットや跳び箱を

囲むように置かせた。 

② 結果と考察 

 視点を細分化し，明確にさせたことで，児童が

課題を捉えながら学び合う姿が見られた。このこ
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とは，課題を意識した児童の言葉掛けから判断で

きる。 

例えば，表５にあるように，２組Ｄグループ(以

下，２組Ｄのように表記)，２組Ｅは課題を指摘し，

できばえを確認し合う姿が見られた。 

 

グループ 会話の流れ 

２組Ｄ 

チャレンジタイム(練習)側方倒立回転 

真っすぐに回転できない児童①に対して。 

児童①「今のどうだった？」 

児童②(回転を見る役目の児童) 

   「回転が曲がっていたよ。」 

児童③(着手を見る役目の児童) 

   「手の着き方がそろっていなかったよ。」 

自分の課題を指摘され，児童①は練習に取り組む。 

児童③「手がまっすぐに着いていたよ。」 

児童②「回転もまっすぐになったよ。」 

２組Ｅ 

チャレンジタイム(練習)かかえ込み跳び 

踏み切りが弱い児童④に対して。 

児童⑤(踏み切りを見る役目の児童) 

「踏み切るときに，ダンって鳴っていないよ。」 

児童⑥(腰の上がりを見る役目の児童) 

「だから腰も上がっていない。」 

児童④「課題は踏み切りかぁ。」 

児童④は音が鳴るくらい踏み切りを強くし，腰を上

げることを意識しながら練習に取り組む。 

児童④「今の踏み切りどうだった？」 

児童⑤「ダンって力強かった。」 

児童⑥「腰もさっきより上がってたよ。」 

動きを見る側は，見取る視点が明確になったこ

とで着眼点を絞ることができ，できばえが見やす

くなった。そして，できばえが見やすくなったこ

とで，課題を捉えられるようになり，課題を指摘

しながら学び合うことができたと考える。 

 児童の感想からは，視点が明確になったことや，

自分と照らし合わせて仲間の動きを見取ること

の良さを感じていることが分かる(表６)。 

表６ 児童の感想(学習カードから) 

 感想 

児童⑦ 

役割を分けたから今までよりも，人の動きをしっ

かり細かく見ることができた。全部見るのは難しい

けど，一つとか二つならしっかりできた。 

児童⑧ 

友達の動きを見ると，自分でもここできているか

な？と考えるときがあって，新しい課題を見つけら

れた。 

見取る視点を細分化し，明確にさせた上で仲間

の動きを見取らせたことが，自他の課題を捉える

ことにつながったと考える。仲間に見取ってもら

うことで，課題を知り，解決に向けて思考させる

ことにつながった。 

以上のことから，手立てＡを講じたことが，課

題を捉えて学び合う一助になったと考える。 

(２) 気付きを言語化する学び合いボードの活  

  用(手立てＢ) 

① 内容 

チャレンジタ 

イム(練習)で， 

運動の連続図が 

描かれた学び合 

いボード(以下， 

ボードと表記) 

(図２)をグルー 

プごとに活用した。ボードには，児童が気付いた 

ポイントやこつを書き込ませたり，児童一人一人

の課題が書かれた付箋紙を貼付させたりした。ポ

イントやこつ，課題などを捉えるのが難しい児童

にも，気付きを言語化することで意識させ，課題

解決につなげられるようにした。運動とボードに

書き込む時間は区別した。また，こつを全体共有

できる時間を設定した(表７)。 

表７ チャレンジタイム(練習)の活動の流れ 

 活動 主な内容 

 

①運動 自他の課題，ポイントやこつを探りながら

運動に取り組む。 

②ボード 課題の付箋を貼付したり，気付いたことを

書き込んだりする。 

③運動 課題解決のためのポイントやこつを意識し

て運動に取り組む。 

④ボード 更に気付いたことを書き込む(全体共有)。 

⑤運動 課題解決に向け，運動に取り組む。 

② 結果と考察 

ボードを活用し，気付きを言語化して共有させ

たことが，課題解決に向けて思考することにつな

がった。このことは，児童が難しい動きを習得す

るためのこつをボードに書き込み，それを基に練

習し，課題解決したことから判断できる。 

５組Ｄには難しい動きをイメージで表し，側方

倒立回転の足の上げ方のこつを捉えた記述があ

った。図３はその気付きの共有場面である。 

 

 

 

共有後，再度運動に取り組んだところ，多くの

児童の足が次第に高く上がり始めた。授業後，児

童⑩(５組Ｃ)が，「ボールを蹴るイメージでやっ

※下線部はポイント，二重下線部はこつを表す(図３，５，表 14も同様) 
表５ 課題を指摘し，できばえを確認する会話 

図２ 学び合いボード 

活
動
の
流
れ 

教師「足を高く上げるこつを見付けた人はいるかな？」 
児童⑨(５組Ｄ) 
  「イルカショーのように自分の真上にボールがあって，

そのボールを蹴るイメージでやったらできました。」 

図３ 足を高く上げるこつを全体で共有する場面 
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たらできた。」とうれしそうに報告に来た。このこ

つは多くの児童に支持され，他のグループもボー

ドに書き込んでいた。こつには，「へそを見る」と

いう向けるべき目線の方向や，「跳び箱を後ろに

押す」のような具体的な動きなどがある。この事

例では，「イルカショーのボールを蹴る」のような

具体的なイメージも課題解決に有効であること

を児童は新たに学び取った。これは，オノマトペ

で表現し，動きを捉えやすくさせることに類似し

ていると考える。「足を高く上げよう」とポイント

のみを意識して運動を繰り返すよりも，「真上に

ぶら下がっているボールを蹴る」という明確なイ

メージと動きを結び付けることにより，課題解決

に至ったと考える。実践２の５組のボードには，

難しい動きをイメージで表すための「～のように」

という記述が増えた。難しい動きを捉えやすくす

るための思考が高まったと言える。 

児童も，気付きを言語化し，課題解決につなげ

られた良さを感じていることが分かる(表８)。 

表８ 児童の感想(学習カードから) 

 感想 

児童⑪ 学び合いボードに書いたことで，他の人の考えな

どを知ることができたり，「こういうところにも気を

付けよう！」「そこは気付かなかった。」などの新た

な発見もできたりしたのでよかったと思います。 

児童⑫ 書くことで，普段は自然にやっていたことも，い

ろいろ意識できるようになりました。 

児童⑬ 難しい技でも，動物のように表して想像しながら

すると上手にできるから，これからも難しい技があ

ったら，動物や身のまわりにある物で表すことで分

かりやすくしたい。 

ボードを活用し，気付きを言語化して共有させ

たことが，ポイントやこつを捉えることにつなが

ったと考える。児童はそれを課題解決に生かしな

がら運動に取り組むことができた。 

以上のことから，手立てＢを講じたことが，課

題解決の思考を高める一助になったと考える。 

(３) 気付きを焦点化し，学びを深める学習 

カードの活用(手立てＣ) 

① 内容 

チャレンジタイム(振り返り)やゴールタイムに

「自分だけの学びカード」という学習カード(以下，

カードと表記)(図４)を活用し，「自分だけの技の

攻略本を作ろう。」と呼び掛けながら，グループで

の学びを自分なり

にまとめさせた。

具体的には，ボー

ドに書いたポイン

トやこつの中か

ら，技の習得のた

めに大事だと思っ

たものや自分の課

題解決に必要だと

考えたものを反映

させたり，ボード

には出ていない自分で見付けた新たなポイント

やこつを書かせたりした。また，仲間と相談させ

ながら，課題解決に適した練習場所を選択させた。 

② 結果と考察 

カードを活用し，気付きを焦点化し，学びを深

めさせたことが，思考力や判断力を高めることに

つながった。このことは，カードに自分の課題解

決に必要なポイントやこつの記述が増えたこと

から判断できる。 

 例えば，表９にあるように，児童⑭はカードの

記述に大きな変化が見られた。 

表９ 児童⑭の学習カードの記述の変遷 

 ポイ 

ント 
こつ 

新たに気付いたポイントやこつの

数と内容 

開脚前転 １ ０ ０  

開脚後転 １ １ ０  

側方倒立 ０ ０ ３ 

 

手の間を見る，足で勢いをつ

ける，手をぴーんと伸ばす 

かかえ込み １ １ １ 「く」の形になる 

台上前転 １ ３ ２ 

 

足をぴーんとする，目線は手

と手の間 

実践１の開脚前転では，課題解決に必要なポイ

ントを，ボードから一つしか反映できなかった。

その内容を見ると，「勢いをつけるためには怖が

らないこと」という心情に関わる記述だった。同

じく勢いを課題とした開脚後転では，ポイント一

つに加え，こつも一つ反映させていた。内容は，

「足で思い切りマットを押す(蹴る)」「マットを

(手で)押す」という記述だった。「怖がらない」と

いう気持ちだけでは勢いをつけることはできな

いということに気付き，勢いをつけるための具体

的な動きを，ボードから反映させたことが分かる。

図４ 自分だけの学びカード 
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側方倒立回転では，「手をぴーんと伸ばす」「手の

間を見る」といった課題解決につながる新たな気

付きを二つ書いていることから，課題解決に必要

なポイントやこつをもっと探ろうと思考してい

ることが分かる。かかえ込み跳びでは，「勢い」や

「腰を上げる」という課題に対して，「勢いよく踏

み切る」「時計の二時の高さに(腰を)上げる」とい

ったポイントやこつを反映させている。台上前転

では，こつを三つ反映させ，更に新たな気付きを

二つ書いている。動きや技を習得するために必要

なものを捉える力が高まり，正しい判断ができる

ようになったと言える。 

また，実践１で，自ら新たなポイントやこつを

見付けることができなかった児童⑮にもカード

の記述に変化が見られた(表 10)。 

表 10 児童⑮が見付けた新たなポイントやこつ(実践２) 

技 自分で見付けた新たなポイントやこつ 

かかえ込み 

跳び 

・腰を 120％上げる  

・手は広げる ・押す 

台上前転 

・強く踏み切る ・最初は少し(膝を)曲げる 

・目線は手を見る ・後頭部を着ける 

・足をピーンと伸ばす  

・ダンゴムシみたいに丸くなる 

児童⑮は実践１の開脚前転ではボードからの

反映もなかったが，側方倒立回転では，ポイント

やこつを三つ(そのうち自分の課題解決に必要な

ものは一つ)反映させ，実践２では新たな気付きを

見いだせるまでになった。これは，課題解決に必

要なポイントやこつを考えたり選んだりする力

が，実践を通して高まったことを示していると言

える。記述内容も，具体的な目線の方向や，難し

い動きを捉えるオノマトペや比喩を用いている

ことから，表現力の高まりも感じられる。 

課題を持つ児童の中で，課題解決に必要なポイ

ントやこつを反映させたり，自分で新たに気付い

たりしている児童の割合は表 11のとおりである。 

 
 課題がある 

児童(人) 

課題がある児童のうち，反

映したり気付いたりした児

童の割合(％) 

実
践
１ 

開脚前転 74 68 

開脚後転 62 81 

側方倒立 70 77 
実
践
２ 

かかえ込み 70 80 

台上前転 69 75 

実践１開脚前転のときは 68％だったが，その後

は７割５分から８割前後までに上昇している。 

児童の感想からも，気付きを焦点化し，課題解

決に必要なポイントやこつを考えたことの良さ

を見いだすことができる(表 12)。 

表 12 児童の感想(学習カードから) 

 感想 

児童⑯ 

自分はどこが(人と)ちがって，できないのかなど，

前まで気付かずこまってたけど，攻略本を作ったこ

とで，「ここがまちがってた！」など，今の自分が分

かったことで新たにできた技もありました。 

児童⑰ 
攻略本を作ると自分の考えがまとめられて，また

見ることもできるので，すごく役立ちました。 

カードを活用し，課題解決に必要なポイントや

こつを考えさせたことが，思考力を高めることに

つながったと考える。自分には何が必要かを考え

させることで，学びを深めさせることができた。 

以上のことから，手立てＣを講じたことが，課

題を捉え，学びを深める一助になったと考える。 

＜全体考察＞ 

 各手立ての結果と考察からも分かるように，実

践を通して，自他の課題を捉え，課題解決に必要

なポイントやこつを探ったり，適切な練習場所を

選んだりする児童の姿が多く見られるようにな

った。これは各手立てが，相互に作用し合い，効

果を高め合ったからだと考える。このことは，児

童が仲間の課題を捉え，言語化したポイントやこ

つを生かしながら助言する姿から判断できる。 

 例えば，５組Ｅは側方倒立回転で転倒してしま

う児童⑱の動きを見合いながら，ポイントやこつ

を見付けることができた(図５)。 

 

 

 

 

動きを局面で捉えた児童⑳が，気付いたポイン

トを話し，それを受けて児童㉑がこつを見いだし

た。児童㉑は見いだしたこつについて，連続図の

着手部分を囲み，「手に力を入れる！！」と強調し

てボードに書いた(図６)。５組Ｅは手に力を入れ

ることを意識しながら練習し，児童⑱は体を支え

られるようになった。児童⑱は「側方倒立回転は

図５ ５組Ｅが側方倒立回転のこつに気付く場面 

 
表 11 課題がある児童の人数と，課題解決に必要なポイントや 

こつを反映させたり新たに気付いたりしている児童の割合 

児童⑱「だめだ。まったくできない。」 

児童⑲「まったくできていないわけではないよ。」 

児童⑳「最初に着いた手で，一瞬体を支えないといけない

のが難しいけど，そこが大事。」 

児童㉑「手に力を入れて，支えることを意識しないとね。」 
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回転する技」と，技

を漠然としたイメー

ジで捉えている思考

から，「まず片手を着

く」「体を支える」「も

う一方の手を着く」

のように動きを局面

で捉える思考に変化

したのだと考えられ

る。國學院大學の田村学教授は，著書「深い学び」

の中で，「手続き的な知識は，連続し，パターン化

した一連の知識構造になる」³と述べている。児童

⑱は動きを局面で捉え，つなげていくことで，一

連の動きを習得したのだと言える。５組Ｅは仲間

の課題からこつを見付け，課題解決に生かすこと

ができ，動きを局面で捉えることの重要性に気付

いた。実践２では，「膝を肘に近付ける」のような

動きを局面で捉えた記述が増えた(表 13)。 

表 13 動きを局面で捉えた記述(５組Ｅのボード) 

 ポイントやこつ 

開脚前転 なし 

開脚後転 象の耳のように手を耳の近くに持ってくる 

側方倒立

回転 

両手をまっすぐに上げる 

背筋をピーンとする 手に力を入れる 

かかえ込み 

跳び 

腰を上げる 肘を膝に近付ける 膝を上げる 

手を伸ばす ロールキャベツの形になる 

台上前転 端に手を着く おなかを見る 手で体を支える 

他にも，課題の指摘だけでなく，それを解決す

るために助言する姿が見られた(表 14)。 

表 14 課題を指摘し，解決のための助言をする会話 

グループ 会話の流れ 

５組Ｅ 

チャレンジタイム(練習)開脚後転にて 

児童㉒「どこができていなかった？」 

児童㉓(着手を見る役目の児童) 

   「手の着き方ができていなかったよ。回る前

は手を耳の横にしているのに，回る瞬間にぐ

にゃっとなっている。」 

児童㉔「耳の横の手を動かさないといいかもよ。」 

５組Ａ 

チャレンジタイム(練習)台上前転にて 

跳び箱の角に背をぶつけてしまう児童㉕に対して。 

児童㉖(着手を見る役目の児童) 

   「手を跳び箱の手前に着けばぶつけないよ。」 

児童㉕「手前？俺どの辺に着いていた？」 

児童㉗「赤線(跳び箱中央より少し前)あたりだよ。

だからもっと手前でもいいんじゃない？」 

児童㉕「手前に着いているつもりだった。」 

児童㉘(課題を探す役目の児童) 

「あとは体を丸めるといいよ。」 

教師 「どんなふうに？」 

児童㉘「ダンゴムシみたいに。」 

 

児童㉒，児童㉕は助言されたことを生かしなが

ら練習に取り組み，技を習得した。特に児童㉕は，

自分ではできているつもりだったが，実はできて

いなかったということを知り，助言されたことを

意識しながら練習に取り組み，課題解決に至った。 

課題を捉えたからこそ，仲間に必要なこつが分か

り，助言できたと考える。 

また，課題解決のために適切な練習場所を選ぶ

際は，課題を共有している仲間と相談させた。表

15からは，課題解決のために適切な練習場所を選

ぶ児童の割合が高まったことが分かる。 

表 15 課題解決のために適切な練習場所を選ぶ児童の割合(％) 

技 割合(％) 

開脚前転 77 

開脚後転 75 

側方倒立回転 91 

かかえ込み跳び 94 

台上前転 90 

 これは，課題を共有した仲間と相談し，適切な

練習場所を判断させた成果だと考える。 

課題を捉えたからこそ，仲間に必要なこつや練

習場所が分かり，助言につながったのだと言える。

児童の感想からも，その良さを見いだしているこ

とが分かる(表 16)。 

表 16 児童の感想(学習カードから) 

 感想 

児童㉙ 

いろいろな人で見るところを分けると，一人一

人がより細かいところまで見えるようになって，

よりよいアドバイスができるようになりました。 

児童㉚ 
友達に見てもらうと，助言をもらうので，自分

でも気が付かなかった課題が見付かりました。 

 リングを活用しながら課題を捉え，助言してい

た児童の中には，仲間に近付き，身振り手振りで

助言する姿も見られた。児童は思考，判断，表現

する力を高めて

いく中で，学び

に向かう力や人

間性等も高めて

いったというこ

とが考えられる

(図７)。また，技

能習得率が上昇

したことが，図

８から分かる。 

図６ ５組Ｅの学び合いボード 

図７ 児童㉛が，手を着く場所を，身振り 

手振りで児童㉜に教えている様子 

児童㉜ 児童㉛ 
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児童が動きを習得するために思考を働かせた

ことや，課題解決のために適切な場所で練習した

ことが，技能習得の一助になったとも言える。 

一方，かかえ込み跳びでおよそ 30％，台上前転

でおよそ 24％の児童が技能習得に至らなかった。

しかし，感想を見ると，「腰を少し高く上げられる

ようになった」「頭を跳び箱に着けられた」などの，

課題解決した喜びを感じている児童が多かった。

一つ一つ課題を解決するために考えながら取り

組んだ成果と言える。 

表 17 は実践２台上前転の学習を終えての児童

の自己評価から一部抜粋したものである。 

表 17 児童の学習カードの自己評価から(Ｎ＝93) 

項目 割合(％) 

自分や仲間の課題を考えた 98 

仲間にアドバイスすることができた 89 
自分や友達に合った練習場所を考えた 94 

 実践を通して，98％の児童が，自分や仲間の課

題を考えたと振り返っている。また，89％の児童

が，仲間にアドバイスできたと振り返っている。

課題解決に適した練習場所を考える児童が実践

前は７割を下回っていたが，94％の児童が練習場

所を考えられるようになった。 

以上のことから，自他の課題を捉えた学び合い

を工夫したことが，児童の思考，判断，表現する

力を育むことにつながったと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点＞自他の課題を捉えた学び合いの工夫 

 リングを活用して，見取る視点を細分化し，明

確にさせながら仲間の動きを見合わせたことが，

自他の課題を捉えること，ポイントやこつを見付

けることにつながった。また，気付きをボードに

言語化させたことで，共有しながら運動に取り組

むことができた。さらに，学んだことをカードに

焦点化して考えを深めたことが，児童の思考，判

断，表現する力を育成することにつながった。 

２ 今後の課題 

 グループでの学び合いと比較すると，課題解決

のために選んだ練習場所での学び合いがあまり

深まっていないように感じた。実際，児童のカー

ドを見ると，修業タイムの後に，前時では見付け

られなかったことに気付いている児童は少なか

った。同じ課題を持つ者同士が，グループで学び

合った気付きを持ち寄り，その気付きを足掛かり

にしながら課題解決していくことを期待したが，

気付きを生かす手立てが不十分だった。今後の課

題として，グループでの気付きを次の学びに生か

したり，練習場所で得た気付きを既存のカードに

書き込み，新たな学びを実感したりできるカード

の活用法の工夫が考えられる。また，練習場所の

設定も，児童が取り組みやすいよう見直す必要が

ある。カードや場の設定を更に検討し，児童の思

考，判断，表現する力を高めていきたい。 
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児童㉛ 

図８ 実践前後の技能習得率の比較 
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